
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 62,480 100.5% 536,282 102.2% 65,060 99.0% 58,436 104.3% 63,314 98.1%

処理羽数 55,230 101.9% 502,170 102.2% 58,771 98.8% 57,463 102.9% 63,870 99.9%

(2) 処理重量 160.7 99.9% 1,488.8 102.5% 173.7 98.0% 170.4 101.4% 189.3 98.6%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

45.1 47.2 95.6 37.0 35.9 102.9 82.1 83.1 98.8 55.0 45.0

49.3 45.4 108.6 39.0 39.0 99.9 88.2 84.4 104.6 55.8 44.2

46.0 47.1 97.6 37.1 33.4 111.3 83.1 80.5 103.3 55.3 44.7

(2) 42.0 50.0 84.0 35.4 34.2 103.5 77.4 84.2 91.9 54.3 45.7

416.3 391.6 106.3 305.7 292.3 104.6 722.0 683.9 105.6 57.7 42.3

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向（2人以上の世帯） 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,187 1,150 103.2 1,123 1,143 98.3 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,160 1,120 103.6 1,114 1,128 98.8 H24年 563 189 752

1,293 1,293 100.0 1,189 1,228 96.8 H25年 583 246 829

1,298 1,257 103.3 1,221 1,222 99.9 H26年 626 294 920

※参考資料：総務省統計局HP H27年 639 336 975
(1)

在庫状況 単位：千トン、％

１．28年8月 (1) 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

23.4 19.8 117.7 139.5 116.9 119.3 162.9 136.8 119.1

26.4 20.9 126.5 141.4 102.8 137.6 167.9 123.7 135.7

２．見通し (1) 25.4 19.5 130.5 142.4 104.5 136.3 167.8 124.0 135.4

24.2 18.5 130.4 145.3 110.6 131.4 169.5 129.1 131.3
※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

(2)

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．10月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H28年7月 594 617 96.3 239 343 69.7 833 960 86.8

H28年8月 587 610 96.2 240 344 69.8 827 954 86.7

２．11月見通 (1) H28年9月 591 620 95.3 247 344 71.8 838 964 86.9

H28年10月 623 648 96.1 264 345 76.5 887 993 89.3 ※（）は見通し

H28年11月 (650) 657 98.9 (270) 336 80.4 (920) 993 92.6

H28年12月 (675) 676 99.9 (270) 314 86.0 (945) 990 95.5

614 634 96.8 253 338 74.9 867 972 89.2

輸入品は、9月の通関ではやや数量が減少したものの、8月までは45千トンを超える輸入数量
が継続、国内の輸入品在庫は増加傾向が続いている。今後も、底堅い相場展開に支えられ
て輸入数量が維持することが予測され、在庫の増加傾向は年末まで続くものと思われる。

相
　
　
場

平成28年10月の相場は、もも肉623円/ｋｇ、むね肉264円/ｋｇと、前月比でもも肉が32円/ｋｇ、
むね肉は17円上げの正肉合計で49円/ｋｇの上げとなった。もも肉、むね肉ともに台風による
影響から供給がやや減少したことや、気温の低下等もあって需要が一気に高まり、相場は上
げ一色とって、もも肉、むね肉ともに大きく上げる展開となった。
11月に入って更に気温も下がり、鍋物需要やCM等による需要拡大から、もも肉や手羽元等を
中心に鶏肉の動きは非常に活発になっている。
もも肉相場は、気温の低下等による鍋物需要の高まりや、全体的な商品のタイト感から11月平
均でも上げが続き650円/ｋｇ前後になるものと思われる。
むね肉相場は輸入品価格との兼ね合いから保合い基調となり、つみれ団子等の鍋物需要は
あるものの11月はほぼ保合いの270円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。 H28年平均

国産 輸入品 合計

在
　
　
庫

平成28年8月の推定期末国内在庫数量は国産が24.2千トン、輸入品在庫も145.3千トンと前
年比で大きく増加している。国産在庫は、生産の不調から前月からの減少傾向は続いている
ものの、輸入品在庫の増加傾向は続いている。

H28年5月

H28年6月

国産在庫は、南九州産地で台風の影響が残るものの全国ベースでは育成が順調との報告、
今後はクリスマスや年末に向けた在庫確保や商品製造等の動きが本格化するため、再び増
加傾向となってくるものと考えられる。

H28年7月

H28年8月

数量 金額

Ｈ28年7月

量販店等の総売上高は、台風や雨天続き等天候不順の影響を強く受け、既存店ベースで前
年を下回った。畜産部門も既存店ベースで前年を割った（97.7％）との報告もあるが、鶏肉に
関しては、気温の低下で鍋物等の需要が高まり、前述のようにむね肉や手羽元等の販売も増
加し、好調を維持しているようだ。

Ｈ28年8月

Ｈ28年9月

H28年平均

Ｈ28年8月

鶏肉調製品は、平成28年9月通関実績が35.4千トン（前年比103.5％）と前年を上回った。輸
入国別で見るとタイ産で前年比106.2％、中国産は97.8％となっている。
調製品の輸入数量は、前年を上回っているものの前月をやや下回る数量となっている。中国
からの輸入は３か月連続で前年を割るなど、タイ産へのシフトに歯止めが掛っていないようだ。

Ｈ28年9月

年間累計

需
　
　
　
要

総務省家計調査による平成28年9月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,293㌘（前年比
100.0％）と前年並みとなり、金額は1,189円（前年比96.8％）と前年を下回った。
数量は、前月から伸びて前年並みの数量となり、鶏肉販売自体は順調に推移している。一
方、金額では前年を下回る傾向が続いており、むね肉やブラジル産解凍もも、テレビCMの影
響で手羽元等、価格の抑えられる商品や特売での販売が増加しているものと考えられる。

履歴

３．業務・
　　加工筋

加工仕向け原料は、ささみの需要がやや落ち着いてきたものの、これまでの不足続きから市
中での余剰感はまだない。むね肉ではつみれ原料での引合いもあり、現状の価格帯（270円
前後）では、国産での需要が強く、ひっ迫感は続いているとの情報もある。

履歴

28年10月計画 28年11月計画 28年12月計画

平成28年10月～12月の計画では、10月、12月が全項目で前年を下回っている。食鳥協会・
種鶏ふ卵部会の報告のとおり、年末向けえ付けが１１月上・中旬にシフトしたため、10月・12月
の入雛羽数が前年割れ、また10～１１月は台風による影響が出てくるため、羽数の減少や体
重の低下を予測しているものと思われる。さらに、12月は昨年より土曜日が1日多く、稼働日が
昨年より1日少ない産地もあること等が一因となっているものと考えられる。

輸入鶏肉の平成28年9月通関実績は42.0千トン（前年比84.0％）と、前年を大幅に下回った。
今年最少の輸入数量となったが、これはブラジルからの輸入が大幅に減ったため(前年比
74.4%)である。しかしタイからの輸入（前年比134.4％）が順調に伸び、9月のブラジルの船積み
が47.0千トンを超えているとの報道もあり、年末にかけて再び輸入数量は増加することが見込
まれる。輸入品在庫は増加しているが、輸入品の国内相場も値崩れしておらず、外食産業や
加工原料向け等として紐付きで輸入された商品が多いのではないかと推察される。

品名 比率

履歴

Ｈ28年6月

Ｈ28年7月

2016年11月4日

項　目 内　　　容 実　　　績

供
　
　
　
　
　
給

１．国内 (1) 平成28年9月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比100.5％、処理羽数で前年比101.9％
で前年を上回り、処理重量で前年比99.9%と前年を下回った。
9月は、各産地とも育成は概ね順調であったものの、南九州産地で台風被害による死鳥発生
等の影響もあり、計画を下回る出荷となった。
また、クリスマス用等で小ビナの出荷が増加していることもあって、全体で見れば見通しをやや
下回る処理重量となったと考えられる。

28年9月推計 Ｈ28推計合計


